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報')と同様'二採取した。
定量方法前報')と同様にBRATToNandMARsHALLの変法2,31により定量した。

実験結果
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スルファモノトキシン・ナトリウム２４時間後に各組織とも最高濃度となり，血漿では

肝臓２０．３ｍｇ;も，腎臓１１．１ｍｇ９６となり，筋肉では７．３ｍｇ兜とやや低い濃度であったが，

屯７．４ｍｇ品の濃度を保っていた。７２時間後でも筋肉を除いてかなり残存が認められた力:’

はほとんど認められなかった。

９．８ｍ口/。

４８時間径
艀
｣凸」 ＤＣ時間役

考 察

スルファジメトキシンについては遊離型とナトリウム塩とを平行して実験し，スルファモノ

ついてはナトリウム塩は遊離型の約１カ月後に実験したが，ナトリウム塩として経口投与した

遊離型として経口投与した場合の血漿および肝臓内濃度をＦｉｇ．１～２に示した。

スルファジメトキシンとそのナトリウム塩の組織内濃度を比較すると，いずれの組織でもナ

した場合の方が高い濃度となっている。血漿では１２時間後にナトリウム塩では３．４ｍｇ/dＪ リ

合の１．６ｍｇ/dJの２倍程度

度が得られた。肝臓では１

間後に７．４ｍｇ兄で最高濃

なり，遊離型の場合の２４

後で５．５ｍｇ”と最南漉麿

Ｄ暇
ｍｇ，

度が得られた。肝臓では１

間後に７．４ｍｇ兄で最高濃

なり，遊離型の場合の２４

後で５．５ｍｇ”と最高濃度

したのに比較して，ナトリ

塩として経口投与した場合

Ｉｕｎ】

Airi1l鷲iＸ

が濃度の上昇も速くしか

度となり，筋肉でも同様

た。これは大島ら幻の二

にスルファジメトキシン

ナトリウム塩を経口投与

較した結果，ナトリウム

て投与した場合，血中濃

昇が速くしかも持続時間

という報告と一致してい

スルファモノメトキシ

のナトリウム塩を比較す

スルブァジメトキシンの

同様に各組織ともナトリ

として経口投与した場合

濃度は高かったが，スル

メトキシンの場合のよう

な差はふられなかった。

各組織内濃度の減少はナ

ム塩とした場合の方がや

傾向があった。しかし，

に比して高い水温で行な

ナトリウム塩の場合は水
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トキンソ・ナトリウムおよびスルファモノメトキシン・ナトリウムともに遊離型経口投与の場合と同様血漿
よりも肝臓において高い値を示したが，剤形による差は認められなかった。
しかしながら，ナトリウム塩として経口投与した場合も各組織内濃度は肝臓・血漿・腎臓・筋肉の順で，

遊離型として経口投与した場合と同様であり，特異的に特定の組織の濃度が高くなることばなかった。各組
織ともナトリウム塩として経口投与すると吸収が速く濃度も高くなったので,サルファ剤をニジマス経口投
与する場合にはナトリウム塩として投与する方法が血漿中濃度を高めるためにより有利であろうと思われる。

要約

スルファジメトキシンおよびスルファモノメトキシンをナトリウム塩としてニジマスに経口投与して次の

結果を得た。

１．両サルファ剤ともナトリウム塩として投与した場合遊離型に比較して高い組織内濃度を示した｡
２．各組織内濃度の分布は遊離型の場合と差がない。

３．ナトリウム塩として投与すると吸収が速くなる傾向が認められる。

４．アセチル化率はナトリウム塩として投与しても遊離型の場合と同様である。

終わりに本報告の御校閲を賜った東京水産大学保科利一教授，ならびに実験に便宜を計って下さった東京
都水産試験場奥多摩分場大内茂分場長はじめ職員の方々に深謝いたします。また，有益な助言をいただい
た第一製薬株式会社傍士和彦博士，ならびに試料分析に御協力いただいた同社東京第二工場試験課の方有に
感謝いたします。
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